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研究成果の概要（和文）：オーストラリアのランドケアは、ローカル、地域、州のそれぞれのレベルで活動が自律的に
展開されているが、ローカルグループが主体的に環境改善に取り組む一方で、上位のレベルがその活動を補完するシス
テムとなっている。ここに、ランドケアに補完性の原理という制度的特質を見出すことができる。また、ランドケアは
自然資本をクリティカルなものとして共通に認識する人々をベースとしながら、植林等の形で種々の自然資本への投資
や、環境管理に取り組む人材の育成、外部資金・技術の活用を促進する働きがある。地域の生産的基盤を豊かにすると
いう点で、ランドケアは持続可能な地域発展を実現するための重要な制度的基盤となりうる。

研究成果の概要（英文）：In Australian Landcare, activities are carried out autonomously at local, 
regional and state levels. However, while local groups take the initiative in activities for their own 
natural environment, Landcare is a system whereby the higher levels support those activities. In this 
respect, the principle of subsidiarity can be seen in the institutional structure of Landcare. Further, 
while Landcare has at its base people who share a perception of natural capital as critical, Landcare 
also promotes investment in this natural capital through tree-planting, developing human capital for 
environmental management, and promoting the use of external sources of funds and skills. Landcare has the 
potential to become an important institutional base to achieve sustainable communal development.

研究分野：社会倫理、ランドケア
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１．研究開始当初の背景 
(1) 新環境保全計画に基づいて 1986 年にオ
ーストラリアで始まった自治的な地域
環境・資源の管理システムとしてのラン
ドケアは、オーストラリア国内のみなら
ず多くの国でランドケアの実践が進ん
でいる。 

 
(2) 地域の環境問題を個別の事象としてで
はなく、様々な環境的要素やアクターの
相互作用が引き起こすシステムの問題
として捉え、塩害や土壌劣化、外来種移
入といった地域環境問題の総合的な解
決を志向する点にランドケアの特徴が
あるが、それがどのような制度的特質を
持つものであるか、とりわけ、持続可能
な発展論の中でどのように原理的に位
置づけられうるかが分析されてこなか
った点に課題がある。 

 
２．研究の目的 
(1) オーストラリアのランドケアの制度的
特質を明らかにし、現地調査と理論研究
を通じて、地域発展の持続可能性との関
連性を原理的に解明する。 

 
(2) 日本においてランドケアを導入する際
の意義と課題を検討する。 

 
３．研究の方法 
(1) オーストラリアのニューサウスウェー
ルズ州とヴィクトリア州でランドケア
活動を行っているグループや、ランドケ
ア・グループを統括しているネットワー
ク、行政組織などを対象に聞き取り調査
を行う。 
 
(2) ランドケア活動に携わる様々な主体（市
民、農家、コーディネーター、行政担当
者等）に聞き取り調査を実施することで、
ランドケアの制度的特質を多面的に把
握する。 
 
(3) パーサ・ダスグプタの持続可能な経済発
展論の理論枠組みに依拠し、ランドケア
を生産的基盤（productive base）との
関係において原理的に分析する。 
 
４．研究成果 
(1) オーストラリアのランドケアは、ローカ
ルレベル、リージョナルレベル、州レベ
ルという３つの階層に分かれて取り組
みが展開されてきた。ローカルレベルで
は環境改善の担い手として農家や市民
が自律的に活動を展開しているのに対
し、リージョナルレベルでは個々のラン
ドケア・グループの間の連携を促進する
ためのランドケア・ネットワークが形成
され、資金獲得や組織運営上のサポート
を行っている。州レベルでは、各流域ご

とに環境管理計画を策定し、流域管理委
員会（Catchment Management Authority; 
CMA）や州政府、連邦政府が協働し、ラ
ンドケア・グループやランドケア・ネッ
トワークの活動に必要な資源を提供し
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 ランドケアの特徴 

 
 
(2) ランドケア活動の自律性を高めている
要因として、ランドケア・ファシリテー
ター／コーディネーターの役割が挙げ
られる。ランドケア・ファシリテーター
／コーディネーターはローカルのラン
ドケア・グループの活動を促進するため
の助言や資源の提供を行うとともに、グ
ループ間の横のつながりをつくり出し、
ネットワークの形成を促進する役割を
果たしている。 
 
(3) 地域やコミュニティの人々の自律性と
主体性を尊重しつつ、彼らの力だけでは
問題を解決できないときに、ネットワー
クや行政が資源を提供するシステムと
なっている。オーストラリアにおけるラ
ンドケアの思想の根幹には、補完性の原
理がある。 
 
(4) 成功したランドケア・グループの活動の
過程をみると、自然資本をクリティカル
なものとして共通に認識できる問題に
限定して活動を始めている。また、ラン
ドケア・グループがローカルレベルで形
成されたプロセスを見ると、必ずコアと
なる中心人物が存在し、メンバー間で保
全対象や方法に関する問題意識が明確
に共有されている。ランドケア・ネット
ワークの形成の動機は、資金の獲得や管
理を効率的に行うということにあるこ
とが分かった。 
 
(5) 活動が活発で成功を収めているランド
ケア・グループやネットワークに共通す



る要素として、活動資金源の多様性が挙
げられる。単一の資金源に依存するので
はなく、政府や自治体の提供する補助金、
企業からの寄付金、その他の競争的資金
を獲得することによって、活動の自律性
が担保されている。 
 
(6) オーストラリアのランドケアを持続可
能な発展論との関連において考えると、
自然資本をクリティカルなものとして
共通に認識する人々をベースとしなが
ら、植林等の形で種々の自然資本への投
資を促すと同時に、環境管理に取り組む
人材の育成や、外部資金・技術の活用を
図る制度システムとして、ランドケアを
原理的に捉えることができる。ランドケ
アは、地域コミュニティが存立するため
の基盤であるクリティカル自然資本（本
質的自然資本）の維持を所与の条件とし
つつ、地域の生産的基盤（productive 
base）を豊かなものにする働きを持って
いたと言える。この点で、ランドケアは
持続可能な地域発展を実現するための
制度として、重要な役割を果たしうる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 ランドケアと生産的基盤の関係 

 
 
(7) ランドケアは、農山村地域の持続可能な
発展をサポートするための一つのツー
ルとなりうるが、その導入にはオースト
ラリアと日本の農村の文化や規範の違
いを踏まえた慎重な導入が必要である。
とりわけ、土地へのアタッチメントに対
する認識はオーストラリアと日本では
大きく異なる可能性がある。この点は、
今後の研究を通じて、さらに詳細に分
析・検討していく必要がある。 
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